
⑮六角レンチ（4mm）
×1本

完成図 組立て部品

17～32型対応テレビスタンド（EEX-TVS046シリーズ）組立説明書
組立説明書は大切に保管してください。
この製品を第三者に貸し出すときは、この説明書も共に
貸し出し、よく読んでから使用するようご指導ください。

＜用意していただくもの＞
プラスドライバー、毛布、
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。 Ver.1.0

⑯スパナ（8mm・10mm）
×1本

⑰スパナ（13mm・14mm）
×1本

①支柱A×1本 ②支柱B×1本 ③支柱C×1本

⑭ケーブルホルダー×1個⑫スペーサー×1個

⑪キャスター×4個⑨拡張ブラケットA×2本 ⑩拡張ブラケットB×2本⑦支柱ブラケット×1個 ⑧キャップ×1個

⑬プレート×1枚

⑤レッグフレームB×1本

⑥ディスプレイブラケット×1個

④レッグフレームA×2本

＜使用ボルト＞

5mm

12mm

⑱ボルトP-A（M5×12mm）×8本

6mm

10mm

⑲ボルトP-B（M6×10mm）×12本

6mm

45mm

⑳ボルトP-C（M6×45mm）×4本

60mm

6mm

ボルトP-D（M6×60mm）×2本

6mm

60mm

ボルトP-E（M6×60mm）×4本 ワッシャーP-F(プラスチック製)×2枚 ワッシャーP-G(金属製)×2枚 ナットP-H×8個 ナットP-I×2個

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（EEX-TVS046など）と下記の部品番号（①～　）と部品名（ボルトP-Aなど）をお知らせください。

＜ディスプレイ取付用ボルト類＞ ＜注意＞
・ディスプレイの取付けに
　適したボルトをご選定い
　ただき、ご使用ください。
・付属のボルトが合わない
　場合は、強度に十分ご注
　意の上、市販の適切な太
　さ、長さのボルトをご用
　意ください。

4mm

14mm

ボルトM-A（M4×14mm）
×4本

6mm

14mm

ボルトM-C（M6×14mm）
×4本

5mm

14mm

ボルトM-B（M5×14mm）
×4本

8mm

20mm
ボルトM-D（M8×20mm）

×4本
ワッシャーM-E
×4枚

ワッシャーM-F
×4枚

＜注意＞
スペーサーは基本
的に使用しないで
ください。
止むを得ない場合
は、お買い求めの
販売店まで事前に
ご相談ください。スペーサーM-G

×8個

＜注意＞
本製品の組立て作業は必ず大人2人以上で行って
ください。

＜注意＞
テレビを取付ける時にプラスドライバー、毛布など
が必要です。ご用意ください。

＜注意＞
指などを挟まないように十分ご注意ください。
組立て時のケガ等を防ぐために、手袋の着用を
お勧めします。

＜注意＞
テレビの取付けに適したボルトの長さは各テレビに
よって異なります。必ずテレビの取扱説明書や、
メーカーへの問い合わせなどでご確認の上、取付け
るボルトの長さを決めてください。



1.ディスプレイにディスプレイブラケットを取付けます。

⑥ディスプレイブラケット
※フックのある方が上です。

毛布など

上

ディスプレイ
＜注意＞
付属のボルトが合わない場合は、市販の
適切なサイズのボルトをご用意ください。

⑥ディスプレイブラケット(厚み約2mm)

ボルトの長さを選ぶ際は、
ブラケットの厚み＋ワッシャーの厚みを
加味してご用意ください。

ディスプレイ本体

ボルト

＜ボルト選定時の注意＞

ディスプレイ本体

最後まで
締まらない

少ししか
回っていない

ディスプレイ本体

＜ディスプレイブラケットのみを使用する場合＞
※ディスプレイのネジ穴とブラケットの穴を合わせます。
〈ネジ穴ピッチ75×75mmの場合〉

〈ネジ穴ピッチ100×100mmの場合〉

＜注意＞
耐荷重以上のディスプレイは取付けないでください。

＜注意＞
毛布などを下に敷いてください。

＜注意＞
ディスプレイに付属しているスタンド類は取外してください。

＜横から見た図＞
75mm

75mm

100mm

100mm

＜拡張ブラケットを使用する場合＞ 拡張ブラケットの取付け方法※ディスプレイのネジ穴と拡張ブラケットの穴を合わせます。

〈ネジ穴ピッチ
  100×200mmの場合〉

〈ネジ穴ピッチ200×100mmの場合〉

〈ネジ穴ピッチ200×200mmの場合〉
200mm

200mm

200mm

100mm

200mm

100mm
⑨拡張
　ブラケットA

⑨拡張
　ブラケットA

⑩拡張
　ブラケットB⑨拡張

　ブラケットA ⑨拡張
　ブラケットA

⑨拡張
　ブラケットA

⑩拡張
　ブラケットB

拡張ブラケット

⑩拡張
　ブラケットB

⑨拡張
　ブラケットA

⑩拡張
　ブラケットB

⑩拡張
　ブラケットB

⑩拡張
　ブラケットB

全てのボルトを
締め付けます。

拡張ブラケット

⑥ディスプレイブラケット

⑱ボルトP-A

　ナットP-H
※⑯スパナ（8mm）を使用して固定します。

　～　
ボルトM-A～D

　～　
ワッシャーM-E～F

　～　ワッシャーM-E～F（厚み約1mm）



2.レッグフレームBにレッグフレームAを取付けます。 3.キャスターの上のナットを回して
　 下げます。

5.レッグフレームに支柱Cを取付けます。 6.本体を起こします。

4.キャスターを取付けます。

起こす

⑤レッグフレームB

④レッグフレームA

6mm

60mm
ボルトP-E（M6×60mm）

ボルトP-E

⑪キャスター

⑪キャスター

⑰スパナ（14mm）

⑰スパナ
　（14mm）

ナット
（キャスター側）

ナット

③支柱C

⑫スペーサー

6mm

45mm
⑳ボルトP-C（M6×45mm）

⑳ボルトP-C

穴（小）突起

⑬プレート

※突起を穴（小）に差し込みます。



9.キャップを取付けます。 10.支柱ブラケットを取付けます。 11.支柱ブラケットにボルトを取付けます。

7.支柱Bを取付けます。 8.支柱Aを取付けます。

差し込む

挟み込む

⑦支柱ブラケット
※任意の高さに
　取付けます。

②支柱B

⑲ボルトP-B（M6×10mm）

6mm

10mm

※穴の位置を
　合わせます。

⑲ボルトP-B（M6×10mm）

6mm

10mm

⑲ボルトP-B（M6×10mm）

6mm

10mm

⑮六角レンチ
　（4mm）

差し込む

差し込む

※穴の位置を
　合わせます。

※穴の位置を
　合わせます。

①支柱A

⑧キャップ

前

前

前

6mm

60mm

6mm

ボルトP-D（M6×60mm）

ボルトP-D

⑯スパナ（10mm）
※大きい方を使用
　します。

　ナットP-I
※スパナ（10mm）
　で固定します。

⑲ボルトP-B

約5mm

⑲ボルトP-B

⑮六角レンチ
　（4mm）

締める

⑲ボルトP-B

⑮六角レンチ
　（4mm）

締める

締める

穴

穴



12.支柱ブラケットにディスプレイブラケットを引っ掛けます。 13.ボルトとワッシャーで固定します。

14.ボルトを締付けます。 15.ケーブルホルダーを取付けます。 16.ケーブルを通して完成です。

ディスプレイの
ケーブル

差し込む

引っ掛ける

押し込む

⑲ボルトP-B（M6×10mm）

6mm

10mm

⑦支柱
　ブラケット

⑥ディスプレイ
　ブラケット

フック

ボルト

※フックをボルトに引っ掛けます。

ワッシャーP-F
(プラスチック製)

ワッシャーP-G
(金属製)

⑲ボルトP-B

全てのボルト類を
締め付けます。

⑭ケーブルホルダー

＜注意＞
この作業は必ず大人2人以上で
行ってください。

＜注意＞
この作業は必ず大人2人以上で
行ってください。



角度の調節方法

キャスターのメンテナンス方法

⑮六角レンチ
　（4mm）

ボルトを緩めるとディスプレイの上下の角度を
変えることができます。
※ディスプレイの角度を変えた後は、しっかりと
　締め付けてください。

ナットを緩めるとディスプレイの向きを
変えることができます。
※ディスプレイの向きを変えた後は、
　しっかりと締め付けてください。

使用中にキャスターが緩む場合があります。定期的に増し締めを行ってください。

ナット

緩める

⑯スパナ（8mm）
　※小さい方を使用します。

緩める
締める

緩める

締める

締める

⑰スパナ（14mm）

下側のナット

※下側のボルトを緩めても角度を
　変えにくい場合は、上側のボルト
　も緩めて調節を行ってください。
※調節後は、しっかりと締め付けて
　ください。

＜注意＞
この作業は必ず大人2人以上で
行ってください。

緩める
締める

❶ストッパーを上げてロックを解除します。 ❷下側のナットを締め付けます。

上げる

CF/AJ/RKDaC

イーサプライhttps://www.esupply.co.jp
運 営 会 社：山 陽トランスポート有 限 会 社
岡山県倉敷市児島稗田町1861　TEL： 086-473-9152


